ひと 

私 は、 独りで、 きょうまでた たかって 来たつ もりで 

すが、 何だか どうに も 負けそう で、 心細くて たまらな 

くな りました。 けれども、 まさか、 いままで 軽蔑し つ 

づけて 来た 者た ちに、 どうか 仲間に いれて 下さい、 私 

が 悪う ござ いました、 と 今 さら 頼む 事 も 出来 ま せん。 

私 は、 やっぱり 独りで、 下等な 酒な ど 飲みながら、 私 

のた たかい を、 たたかい 続ける より ほか 無 いんです。 

私の たたかい。 それ は、 一 言 〔# 二 言」 は 底本で は 

二 事 匕 で 言えば、 古い ものとの たたかいでした。 あ 

りきたり の 気取りに 対する たたかいです。 見えす いた 

お 体裁に 対する たたかいです。 ケチ くさい 事、 ケチく 



私 は 北国の 雪の 上に 舞い降り、 君 は 南国の 蜜柑畑に 舞 

い 降り、 そうして、 この 少年た ち は 上野 公園に 舞い 降 

りた、 ただ それだけの 違いなの だ、 これから どんどん 

ようぼう 

生長しても、 少年た ちょ、 容貌に は 必ず 無関心に、 煙 

草 を 吸わず、 お 酒 もお まつり 以外に は 飲まず、 そうし 

きなが ほ 

て、 内気で ちょっとお しゃれな 娘さんに 気 永に 惚れな 

さい。 



Ml 一目 

この 時う つした 写真 を、 あとで 記者が 持って来 てく 



れた。 笑い 合って いる 写真と、 それからもう 一枚 は、 

私が 浮浪児た ち の 前にし やがん で、 ひとりの 浮浪児 の 

ま. S ま 

足 をつ かんで いる 甚だ 妙な ポ— ズの 写真であった。 

もし これが 後日、 何 か 雑誌に でも 掲載され た 場合、 太 

宰はキ ザな 奴 だ、 キリスト 気取りで、 あの ヨハネ 伝の 

でし まね 

弟子の 足 を 洗って やる 仕草 を 真似して いやがる、 げ 

えつ、 というよ うな 誤解 を 招く おそれな しと しないの 

で 一 言 弁明す るが、 私 はた だは だしで 歩いて いる 子供 

の 足の裏が どんなにな つてい るの だろうと い う 好奇心 

だけで あんな 恰好 をした だけ だ。 

さらに 一 つ、 笑い話 を附け 加えよう。 その 二 枚の 写 
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